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　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２２年　６月　２日　（水）
司会者　佐々木　美香　　　記録　　本川　沙織

	小向
	小林
	竹内
	清川
	橘
	藤田
	三浦
	佐々木
	平間

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○
	準夜
	CD留守
	○
	○
	CD留守
	深夜
	○
	公休

	上野(厚)
	川守田
	天間
	橋本
	本川
	沼山
	田ノ上
	畑内
	山地

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	病欠
	深夜
	公休
	公休
	○
	公休
	深夜
	○
	A留守

	高橋
	上野(雅)
	相馬
	加藤
	池田
	富澤
	石岡
	小笠原(麻)
	佐々木（孝）

	準夜
	公休
	公休
	公休
	　

年休
	CD留守
	年休
	公休
	○

	貝塚
	荻原
	小笠原(実)
	大島
	盛田
	鈴木
	名久井
	鷹場
	

	○
	○
	公休
	ローテ
	業務
	○
	○
	○
	


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

・カルテチェック～ＣＤユニットの4・5月分のカルテチェック終了しています。５日（土）までに再チェック終了しておきましょう。

監査に提出するカルテ選出しました。一覧表に赤丸でチェックしていますので確認し、十分チェックしていきましょう。
・7/26に院内巡視実施します。掃除を十分に行っていきましょう。
・ＳＳＴの記録処理について
①ＳＳＴ担当者　②心理　③主治医の順番に提出していきます。
リーダーは主治医に提出する際、心理の確認印があるか必ずチェックしましょう。
ファイルに入っていても、必ず提出先、確認印を再確認していきましょう。
・プログラムの記録について
２階のEグループ（個別）の入力内容について、プログラムを行い、患者様はどのような反応をしていたのかを記入して下さい。

　また、プログラム担当スタッフは、週ごとにプログラム記録を確認し、内容は適切か、行ってどうだったか話し合いをすすめていきましょう。

＜患者様連絡事項＞
・高森　清八様～昨日、娘様医事へ薬を置いていきました。どのような薬か、何回服用するのか、次回来院時確認し、主治医へ報告していきましょう。


薬は、二階に置いています。

　

・角谷　育子様～メガネが合わなくなったと話されています。御家族へ連絡し、行ける日が決まったら連絡しますとのことです。
・坂本　和子様～介護保険証が届き、コピーしました。

がん保険解約で保険会社に診断書を提出しなければならないとのこと

です。保険会社に必要事項を再度確認してから再度依頼するよう伝えています。次回面会時、依頼がありましたら、対応していきましょう。
・板垣　富蔵様～明日15時から介護認定調査すると連絡ありました。御家族は来院しないとのことでした。明日二階勤務のスタッフ付き添いし、対応お願いします。
・和田　敦子様～昨日、お粥→普通飯に食事変更となっていましたが、よく噛まずに食べてしまっており、誤嚥の可能性あることから、本日夕より、お粥に変更します。食事摂取状況観察し、食べ方が早い場合は、ゆっくり噛んで食べるよう声掛けしていきましょう。
＜皮膚科診察報告＞
・山下　ヨシ様～皮膚科受診について拒否強いことから、終了となります。引き続き、皮膚状態観察し、悪化見られた場合には、皮膚科診察検討していきましょう。
・橋本　万様～陰部の状態改善傾向であることから、テラコートリル軟膏は止めとし、デルモゾールＧ軟膏へ変更の指示あります。引き続き、陰部の皮膚状態観察し、部位清潔保持に努めていきましょう。
・河村　勝男様～胸部・背部掻痒感あることから、タベジール2Ｔ　2×1　本日夕～処方となり、以後定期となっています。皮膚状態・掻痒感の観察、入浴時きちんと洗えているか、着替えは定期的に行えているか観察していきましょう。
・藤田　金弘様～胸部掻痒感あることからタベジール2Ｔ　2×1　本日夕～処方となり、以後定期となっています。皮膚状態・掻痒感の観察、入浴時きちんと洗えているか、着替えは定期的に行えているか観察していきましょう。
＜生活機能回復訓練報告・検討＞

・木ノ下　ツヨ様～精神状態が不安定であり、昨日のプログラムは欠席されています。　　　被害的な発言や、身体不調が聞かれ、表情硬くされています。日課の実施状況や他者とのトラブルなど注意して観察していきましょう。

・山田　典子様～発熱が断続的にあり、個別での歩行・筋力運動は継続して行えていない状況です。立ち上がりや着座時に若干の痛みがあるようですが、転倒には十分注意して観察していきましょう。

・瀬川　はな様～頭痛、妄想的発言により、プログラムに参加できていない状況が続いています。食事も取れていない状況もありますので、心身両面の観察を行っていきましょう。

＜家族支援について＞
・昨年度まで、御家族を募って、家族教室という大きな枠で、実施してきました。しかし、抵抗が見られ、参加家族が少ないといった結果でした。御家族に認知症の理解を深めて頂き、入院の先を考えて頂く為、今年度より、家族支援の一環として、個別にて御家族と一緒に勉強会を行っていきますので、御協力お願いします。
・面会時には、患者様との時間も必要です。しかし、スタッフも一緒に入り関わりを持つことで、話しやすい環境を作り、家族がどのように思っているのか、困っていることはあるかを傾聴することで、家族の負担を軽減していけると考えています。







